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QSI は基礎研究および臨床研究両方にて椎間板変性に対する

鋭敏な新規評価画像撮像法である［大会長賞記録］
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緒 言

椎間板変性評価には T2 強調画像での定性的
Pˆrrmann 分類が一般的だが，5 段階評価であ
り微細な変化を評価するのは困難である．Q-
space imaging (QSI）は制限拡散構造下での水
分子運動に着目した定量的 MRI 画像であり，
椎間板変性に伴う微細な変化を感知出来る可能
性がある．我々はこれまでラットにて N-acetyl
cysteine (NAC）が椎間板変性を抑止すると報
告したが，今回動物実験にて QSI を用い NAC
による椎間板変性抑止効果を評価した．更に臨
床研究にて QSI での微細なヒト椎間板自然変
性評価の有効性を検討した．

方 法

ラット椎間板穿刺による変性モデルを作成
し，穿刺 1 週前より NAC（1 g/L）経口投与
を開始，control 群，穿刺のみの群（穿刺群），
穿刺＋NAC 飲水群（NAC 群）で比較した（各
n＝5）．7T MRI (BioSpin, Bruker, Ettlingen,
Germany）に cryoprobe coil を併用した超高分
解能画像，60 mm coil による T2 mapping (T2

map）と QSI 画像，そして染色像を比較した．
次にヒト自然変性例（L1/2～L5/S1, 84 椎間
板）を 3T MRI (MAGNETOM Skyra system,
Siemens Healthcare, Erlangen, Germany）を

用い Pˆrrmann 分類に対して T2 map と QSI
を比較した．

結 果

動物実験超高分解能画像と 7T 画像両者に
て，T2 map [ms］にて認めなかった NAC に
よる変性抑止効果を QSI : Probability at zero
displacement [a.u.］で認めた（p＜0.05）．臨
床研究特に Pˆrrmann Grade 3 と 4 間の変性
比較にて QSI : Fractional Anisotropy of Kurto-
sis [a.u.］は T2 map より感度良く区別可能で
あった（QSI : p＜10－8, T2値p＜10－3）．

考 察

椎間板変性の定量的評価法の開発は基礎臨床
両面の発展に必須であり特に再生医療の治療効
果判定手法の開発がまたれる．今回 QSI は動
物実験にて鋭敏に変性抑止効果を検出出来た．
またヒト椎間板変性評価でも感度に優れ将来の
椎間板再生医療の効果判定に有用であると考え
られた．

結 論

QSI は椎間板変性の新規バイオマーカーとな
り得る．

q-space imaging is a novel technique to evaluate intervertebral disc (IVD) degenera-
tion from animal to human research [Presidential Award Proceedings]
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Animal : Q-space imaging (QSI) made it possible to observe the eŠect of the regenerative antiox-

idant drug : N-Acetyl Cystaine on IVD degeneration. Human : QSI made it possible to observe subtle

IVD degeneration change clearly. These results were not provided by conventional methods : T2

mapping and ADC.


